




区長 山口雅之  

 

軽井沢メガソーラー問題解決に向けたこれまでの  

主な取り組みと今後の見込みについて (報告) 
 

2019 年 6 月 23 日  
緊急集会で区として建設反対運動に取り組むことが  

全会一致で決議され、ここから長く困難な戦いに挑む  

ことになりました。  

 

 

             2021 年 6 年 30 日  
             静岡県「川勝平太」知事に対して、事業者が工事を強行    

   させないよう協力を要請しました。  

 
 
2021.9.7          2021 年 9 月７日  

                       内閣府規制改革会議「第 15 回タスクフォース」に                      

参加し函南町を含め全国の現状を説明し再エネ政策の

誤りを指摘、政府は改善に取り組み始めました。  

                 
2021.9.17         2021 年 9 月 1７日  
             公明党の党首を皮切りに与野党の党首や政策責任 

者と話合い、再エネ政策  (関係法令の不備 ) を改正

する必要があるとの認識を共有し、翌年１月の国会

で問題解決に向けた動きが始まりました。  
                     

2021 年 11 月 12 日  
                  同じ悪質事業者に悩まされていた山梨県知事と数回に          

          わ   たり情報交換を行い緊密な協力関係を築きました。  

  
 
                          



                         2022 年 6 月 8 日  
             自民党の再エネ議連も指摘を受け入れ再エネ政策の

改善に向けた動きが始まった。  
             しかし、再エネ利権は与野党とも深く関係しており  
             決して「油断は出来ない」のが実態です。  
 
今後の見込み  
2025 年 3 月末には軽井沢メガソーラーの FIT が失効する可能性はありますが、

その最終判断は時の政治勢力の力関係に影響されますので、私達の協力者である

国会議員や地方議員、有識者、マスコミ関係者等と今後も緊密な情報交換や連携

協力しながら「危険で迷惑なメガソーラー建設」を阻止していく考えです。  
 

最後に  
私は、副会長及び副区長として２年、区長として３年、メガソーラー問題や

地域公共交通の改善に向けて全力で取り組んでまいりました。  
特に、メガソーラー問題は先にご説明させて頂きました様に、この問題の解

決には国の力が不可欠であり、また地方の力が結集できてこそ、軽井沢メガソー

ラー問題をはじめ全国のメガソーラー問題が解決できるものであることをご理

解頂けると幸いです。  
 
また、地域公共交通については、熱函道路にバス停の設置や湯～トピア無料

送迎バスの有効活用 (役場での乗降を認める )についても本年４月より実施され

ることとなりました。  
ダイヤランドバスも環境整備契約書のとおり、無料の送迎バスとして運行さ

れることにもなりました。  
 

私は、本年３月末で区長を退任させていただき、今後はメガソーラー問題の

担当役員として活動をしばらく続けさせて頂きますが、軽井沢メガソーラー問題

が完全に解決するに至った段階で役員も退任させて頂く考えです。  
今までの活動にご理解やご協力をして頂きました方々には心より御礼申し上げ

ます。  
 
若い方には、是非、区民の会に参画して頂き、ダイヤランドが住みやすく、

住んで良かったと思えるようなダイヤランドにして欲しいと願っております。  
 

ありがとう御座いました。  
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